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があるため、ネットワーク部＋サブネット部＝ネットワーク部として表現します。
8ビットサブネット化した結果できたネットワークの1つ目は172.20.1.0、2つ目
は172.20.2.0、3つ目は172.20.3.0となり、最終的に256個のネットワークに分ける
事ができました。これは28にあたります。すなわち以下の式が成り立ちます。

サブネットマスクにより拡張されたネットワークが、いくつのサブネットに分割
されるかは、“2n”（nは、拡張したビット数）で計算できます。

サブネットマスク
クラスA、クラスB、クラスCしか使用しなかった場合は、0のビットが先頭から
何番目にくるかで、ネットワーク部を判断することができましたが、自由自在にサ
ブネット化されるようになると何ビット目までがネットワーク部なのか判断ができ
ません。
そこで生まれたのがサブネットマスク（subnet mask）です。IPアドレスの後ろに

記入します。２進数で「ネットワーク部はすべて1、ホスト部をすべて0」で表現します。
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図3.3.3　サブネットマスクとサブネット部

図のように、10進数で表現する方法をドット10進表記、といいます。また、
172.20.0.0/24のように表す方法もあります。「/24」とは1のビットの数がいくつあ
るかを表しており、プレフィックス表記といいます。

VLSM（Variable Length Subnet Mask）可変長サブネットマスク
サブネット化を行うようになった当時のルータはサブネット化を行う長さを揃え
る必要がありました。すなわちある部門が172.20.0.0/16のクラスBを8ビットサブ
ネット化した、172.20.1.0/24のネットワークを使用するなら、他の部署も /24のネ
ットワークにする事しかできませんでした。これは IPアドレスを割り当てていく上
で非常に効率が悪い方法でした。なぜなら部員10人の部門に172.20.1.0/24のネッ
トワークを使用する場合、28︲2 = 254個のアドレスをホストに割り当てる事ができ
ますが、実際に使用するのは10個だけで残りは使用しません。部員200人の部署も




